
令和４年度当初予算案

主要事項説明資料

政策企画部

（令和３年度２月補正含む）



政策企画部

担　当　課（室）

（1）子育てにやさしい風土づくり

（2）子育てにやさしい地域・まちづくり

（3）安心して子育てできる雇用環境等の創出

共通 2

企 画 参 事
自 然 環 境 保 全 課
文 化 政 策 室
経 済 交 流 課
観 光 室
農 村 振 興 課
経営支援・担い手育成課
水 産 課
交 通 政 策 課
港 湾 企 画 課

共通 3

企 画 参 事
ス ポ ー ツ 振 興 課
観 光 室
農 村 振 興 課
森 の 保 全 推 進 課
林 業 振 興 課
交 通 政 策 課

共通 4

企 画 参 事
観 光 室
農 村 振 興 課
農 産 課
交 通 政 策 課

共通 5
企 画 参 事
雇 用 推 進 室
農 村 振 興 課

共通 6
企 画 参 事
農 村 振 興 課

共通 7
企 画 参 事
観 光 室

共通 8
企 画 参 事
交 通 政 策 課

「もうひとつの京都」周遊促進事業費

「もうひとつの京都」ブランド化推進事業費

主要事項説明資料目次

ページ 事　　業　　名

共通 1

子育て環境日本一推進戦略事業費
総 合 政 策 課
男 女 共 同 参 画 課
文 教 課
こども・青少年総合対策室
家 庭 支 援 課
医 療 保 険 政 策 課
雇 用 推 進 室
労 働 政 策 課
学 校 教 育 課
高 校 教 育 課
Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 推 進 課
社 会 教 育 課

「移住するなら京都」推進事業費

「海の京都」事業費

「森の京都」事業費

「お茶の京都」事業費

「農・観」連携による地域観光エリア創出事業費



政策企画部

担　当　課（室）

主要事項説明資料目次

ページ 事　　業　　名

共通 9
企 画 参 事
中 小 企 業 総 合 支 援 課

政策 10 企 画 参 事

政策 11 企 画 参 事

政策 12 企 画 参 事

政策 13 総 合 政 策 課

政策 14 総 合 政 策 課関西広域連合分担金

地域交響プロジェクト推進費

アート＆テクノロジー・ヴィレッジ整備事業費

地域振興計画推進費

きょうと地域創生活動推進事業費

京都夢実現プラン・地域創生戦略推進費



政策企画部・府民環境部・文化スポーツ部・健康福祉部・商工労働観光部・教育委員会

趣　　旨

２ 主な事業内容

（１）子育て環境日本一推進会議の運営

（２）子育てにやさしい風土づくり
【詳細：１－(１)ページ】

（３）子育てしやすい地域・まちづくり
【詳細：１－(２)ページ】

（４）安心して子育てできる雇用環境等の創出
【詳細：１－(３)ページ】

令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

事 業 名 子育て環境日本一推進戦略事業費 新規・
継続の別

継続（一部新規）

予 算 額 25,207,248 千円
国　庫 起　債 その他 一般財源

1,118,854 52,000 144,030 23,892,364
▼

▼ 若者の結婚や子育てに対する意識・行動変革を促進するため、仕事と育児
の両立体験等によるライフデザイン形成支援や共働き家庭との交流、京都
府版母子健康手帳の検討、きょうと婚活応援センター運営等を実施

「京都府子育て環境日本一推進会議」の構成団体により、オール京都で賛
同した「ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクト」を効果的に浸透させるなど、子
育てにあたたかい環境をつくる気運醸成を推進

１

3,000 千円

▼

共通－１

担 当 課
・

担 当 名

(総　括) 課・担当

電話番号
　総合政策課　企画調整係 075-414-4341

若者や子育て中の方が自らの望む働き方を実現できる就労環境を整備する
ため、子育てにやさしい取組実践企業への支援や高校生･大学生の就職機会
の確保、早期離職防止・定着及び速やかな再就職支援を実施

安心・安全に妊娠や出産ができる体制を推進するため、妊産婦の不安軽減
のための包括的な支援や不妊治療費助成に係る制度拡充等を実施

オール京都の推進体制により、｢風土づくり｣｢まちづくり｣｢職場づくり｣の
各分野の課題の深掘りや課題解決につながる新たな取組を検討

　子育て環境日本一の実現に向けて、企業など様々な主体と連携し、子どもや子
育て世代を社会全体であたたかく見守り支え合う取組をきめ細かに推進

「子どもの居場所」「子ども・親子の交流の場」「子育て中のパパママの
仕事場」等を拠点として、企業など様々な主体と連携する仕組みづくりな
ど、市町村による子育てにやさしいまちづくりの取組を支援

▼
▼ 「子育て環境日本一」の実現に向けて欠かせない柱である「教育環境日本

一」のため、非常時等においても学びを止めない体制を整備

▼

354,296 千円

▼

24,755,213 千円

94,739 千円

目 的

対 象

方法等

事業内容

（うち２月補正 153,000千円）



健康福祉部・教育委員会

趣　　旨

２ 事業内容

（１）子育てにやさしい風土づくり推進事業費 千円
①「ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクト」の浸透 (Ⓐ)

②子育てに寄り添う地域づくりの推進 (Ⓐ)

③各広域振興局における地域サミットの展開 (Ⓐ)

④地域の子育て環境充実度を見える化するツールの活用支援 (Ⓑ)

（２）京都若者ライフデザイン・育児と仕事両立体験事業費 千円
(Ⓑ)

（３）子育て環境日本一手帳策定事業費 千円
(Ⓒ)

（４）その他 千円
きょうと婚活応援センターの運営

学校連携型小中学生乳幼児ふれあい事業の実施

学校と連携した妊娠・出産に関する啓発事業の実施

子育て応援パスポート制度の実施

少子化・子育て対策に係る審議会の開催

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ

2,000
　京都府統一手帳の完成に向け、母子健康手帳の記載内容や様式等を検討

　　　　　　〃 青少年係
こども・青少年総合対策室 子育て環境推進係

▼ (400千円)
(Ⓒ)

　　　　　　〃 母子保健係

55,594 - 2,900 36,245

その他国　庫 一般財源

(2,700千円)

(Ⓐ)(31,500千円)

　ワークショップ・ワーキング等を開催し、地域の特色を活かした子育て支援
を推進

　仕事と育児の両立体験（インターンシップ）の実施など、若者のライフデザイ
ン形成を支援

令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

事 業 名 子育て環境日本一推進戦略事業費 新規・
継続の別

継続（一部新規）
(1)子育てにやさしい風土づくり

予 算 額 94,739 千円

075-414-4301

(Ⓐ)

▼
▼

▼

39,639

担 当 課
・

担 当 名

１
　府域全体で子育てをあたたかく支える風土づくりを推進

36,600

起　債

16,500

　市町村による作成や活用の定着化を図るため、市町村へのハンズオン支援を
実施

　京都府子育て環境日本一推進会議の構成団体等を通じた、ステッカー配布や
公共交通機関における広告・ポスター掲示による啓発等により、府域で子育て
にあたたかい気運を醸成

　きょうと子育て応援パスポートアプリ「まもっぷ」の普及を進めるととも
に、商店街・民間事業者等が行う妊婦や子連れ世帯の外出･移動支援の取組を
推進

共通-１-(１)

075-414-5882

(Ⓓ)

▼
▼

075-414-4602

075-414-4727

課・担当

電話番号
社会教育課 企画振興係

中学・高校の授業において｢幼児ふれあい学習プログラム｣及び
｢子育て学習プログラム｣を活用するための環境整備

(1,800千円)

(1,989千円)

(1,250千円)

目 的

対 象

方法等

事業内容 拡充

新規



政策企画部・文化スポーツ部・健康福祉部・教育委員会

趣　　旨

２ 事業内容

（１）子育てにやさしいまちづくり事業費 千円
(Ⓐ)

＜取組例＞

・ 廃校跡地等の活用や公園等の整備による地域の子どもの居場所づくり

・ 交流施設の整備等による子どもと親の交流の場づくり

・ 空き店舗等を活用したコワーキングスペース等の整備・運営

＜補助率＞　２／３（補助上限額30,000千円）

（２）安心・安全に妊娠・出産できる体制づくり

妊産婦包括支援事業費 千円
(Ⓓ)

不妊治療給付等事業費 千円
(Ⓓ)

多胎妊婦健康診査支援事業費 千円
(Ⓓ)

（３）多様な保育・教育等ニーズへの対応

保育人材等総合確保対策事業費等 千円
(Ⓒ)

833,379 52,000 140,130 23,729,704

その他

　安心して子どもを産み育てることのできる、子育てにやさしいまちづくりを
府全域で展開

150,000
｢子どもの居場所｣｢子ども・親子の交流の場｣などを拠点として、企業など

様々な主体と連携するしくみづくりなど、市町村による子育てにやさしいま
ちづくりの取組をハード・ソフトの両面から包括的に支援

出産前のＰＣＲ検査費用支援や産前・産後ケア事業の利用促進などによ
り、妊産婦を包括的に支援

　不妊治療の保険適用（R4.4月～）に合わせ、府独自支援を実施

・保険適用外となる先進医療に対し助成
　　助 成 額：上限10万円／年

・保険適用対象治療（不育治療）の自己負担額に対し助成
　　助 成 額：上限10万円／回
・京都労働局等と連携し、仕事と不妊治療の両立の取組に対する広報啓発を
  強化

374,636

　多様な保育・教育等ニーズに対応するため、保育の担い手となる保育士等
の養成、確保、定着、資質の向上を図るとともに、病児保育の利用促進や施
設等における事故予防対策等を推進

198,582

（次頁に続く）

令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

事 業 名 子育て環境日本一推進戦略事業費 新規・
継続の別

継続（一部新規）
(2)子育てしやすい地域・まちづくり

予 算 額 24,755,213 千円
国　庫 起　債 一般財源

１

▼
▼ 56,300

・保険適用対象治療（体外受精、顕微授精等）の自己負担額に対し助成
　　助 成 額：上限6万円／年
　　対象要件：39歳以下　６回まで
　　　　　　　40歳以上43歳未満　３回まで

・保険適用対象治療で、回数を超過したものについて10回まで助成
　　助 成 額：上限15万円／回

共通-１-(２)-１

▼ 1,600
単胎児に比べリスクが高まる多胎児妊娠において、市町村が実施する追加

の妊婦健診に係る経費を支援

▼

目 的

対 象

方法等

事業内容

（うち２月補正 153,000千円）

新規



保育人材等総合確保対策事業費

▼

（４）教育環境日本一の実現

スマートスクール推進事業費 千円
(ⒼⒽ)

・府立高校生１人１台タブレット端末の購入支援
・ＩＣＴ教育推進拠点「デジタル学習支援センター（仮称）」の設置
・府立学校における情報通信技術支援員（ＩＣＴ支援員）の配置　等

私立高等学校あんしん修学支援事業費 千円
(Ⓑ)

未入園児保育支援事業費 千円
(Ⓑ)

（５）その他 千円
＜主な事業＞

児童措置費(こどものための教育･保育給付費) (Ⓒ)

保育や地域の子育て支援充実事業費 (Ⓒ)

京都子育て支援医療助成費 (Ⓔ)

子育て支援施設利用支援事業費 (Ⓑ)

第３子以降保育料無償化事業費 (Ⓒ)

放課後児童クラブ等整備費補助金 (Ⓒ)

次世代型学力・学習状況調査研究事業費 (Ⓕ)

地域で支える家庭教育支援事業費 (Ⓘ)

Ⓐ
Ⓑ

Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ ＩＣＴ教育推進課
Ⓘ

内　　容 予 算 額
（千円）

保育士修学資金等
貸付事業

保育士資格取得のための修学資金、潜在保育士の再
就職時の就職準備金等を貸付

(18,400)

保育士等の確保・就業
継続支援等事業

学生等に向けた保育の魅力発信、保育所における
キャリアパス導入・職場環境改善支援、事故予防対
策の支援等

(21,970)

社会教育課 企画振興係

企画調整係総合政策課
文教課

企画係 075-414-5692

府立学校における「生徒１人１台端末（低所得世帯等への貸出端末を含
む）」の導入支援など、教育活動でのＩＣＴ利活用を推進し、時代に対応
した教育を確立

▼ 69,058

19,954,371

経営支援･宗教法人係
小･中･高校係

こども・青少年総合対策室 保育・子育て支援係

075-414-5815

母子保健係
あんしん医療推進係
指導第１係

075-414-4517
幼稚園・専修学校係 075-414-4518

共通-１-(２)-２

▼ 11,984,815千円

▼ 247,000千円

▼
▼

担 当 課
・

担 当 名

075-414-4341
075-414-4516

075-414-5833

075-414-4727
課・担当

電話番号
学校教育課
高校教育課 振興係

（前頁から続く）

　　　　　〃

748,137

075-414-5884

医療保険政策課

保育士養成校での就職相談会等を通じて、専門の相
談員がキャリア形成も踏まえた就職や定着を支援

(6,000)

保育所等の機能及び質
の向上支援事業

保育現場の多様なニーズに応え、保育所等の機能及
び質の向上を図るため、各園にアドバイザーを派遣

(1,000)

2,404,669千円

135,712

075-414-4591

075-414-4576

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安心して
勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を軽減

4,682千円

▼ 36,000千円

▼ 3,202,529

▼

▼ 56,000千円

1,481,078千円

私立幼稚園が実施する、多子世帯やひとり親世帯等の子の利用料減免、
育児期の不安を軽減・解消するための保護者向け子育て相談・育児教室等
への支援

事業名

府市連携・保育団体等との協働により、保育人材の確保・養成・定着に向
けた対策を実施

病児保育促進事業費
病児保育を実施するための施設整備や運営費の支援
等、病児保育の受け皿拡大と広域運用を促進

▼ 2,782,423千円

▼

保育士･保育所
マッチング支援事業

保育人材マッチング支援センターによる保育士の就
職や定着等の支援

(15,500)

学生等への就職・
キャリア形成支援
相談事業

62,870

目 的

対 象

方法等

事業内容

一部新規

一部新規

拡充

新規



府民環境部・健康福祉部・商工労働観光部

趣　　旨

２ 事業内容

（１）子育てにやさしい職場づくり事業費 千円
①企業の子育てにやさしい職場づくりに向けた伴走支援 (ⒶⒷⒹⒺ)

②子育てにやさしい職場づくりを「実施する」企業等への支援  (Ⓔ)
　（多様な働き方推進事業費補助金による助成）

※時間単位の年休制度を導入し、かつ年休取得率10％UPを達成した場合については、

補助率２／３、上限100万円にかさ上げ

③子育てにやさしい職場づくりに資する「サービスを提供する」企業等への支援 (Ⓔ)

④実践企業の拡大に向けた普及啓発 (Ⓔ)

⑤働きやすい職場づくりに取り組む企業への支援 (Ⓔ)

⑥地域雇用再生緊急対策事業費（生涯現役クリエイティブセンター事業） (Ⓔ)

（２）学生就職応援事業費 千円
(Ⓓ)

（３）その他 千円
女性活躍総合支援事業費 (ⒶⒸ)
(京都ウィメンズベース事業､マザーズジョブカフェ推進事業)

ダブルケアサポート事業費 (Ⓑ)

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

共通-１-(３)

労働政策課 雇用企画係 075-414-5085
雇用推進室 雇用推進係

課・担当

電話番号 075-692-3232

こども・青少年総合対策室 母子保健係担 当 課
・

担 当 名

男女共同参画課 企画・地域支援係
075-414-4591
075-414-4291

075-414-4584家庭支援課

補助上限額 50万円※ 100万円

(107,286千円)

(1,000千円)

50,400
インターンシップの推進による学生の業界研究の支援、未内定者の就職支援、

就職支援協定締結大学と連携した学生の府内企業への就職の促進や、府内高校生
の就職・定着等を支援

▼

108,286

ひとり親家庭支援係

▼

　様々な教育・職業訓練プログラム等の情報を一元化したキャリアアップの機会
やｅ-ラーニングの提供等により、育休からの復職を支援

１
テレワーク、育休等、社会の変化を捉えて、子育てにやさしい職場環境づく

りをさらに推進

195,610

228,381 - 1,000 124,915

その他 一般財源
予 算 額 354,296 千円

国　庫 起　債

令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

事 業 名 子育て環境日本一推進戦略事業費 新規・
継続の別

継　続
(3)安心して子育てできる雇用環境等の創出

　就労環境改善や従業員の奨学金返済を支援する企業への助成

　企業経営者の意識改革に向けたセミナー開催や、実践企業の横展開に向けてＴ
ＶメディアやＷｅｂサイトを通した優良事例を発信

　子連れコワーキングスペースやサテライトオフィスの設置・運営などのサービ
スを提供する府内企業等を支援

　企業支援経験の豊富なスーパーバイザーや中小企業応援隊等で構成する「子育
て企業サポートチーム」による中小企業への伴走支援

補助対象者 個別企業 企業のグループ

補助率
 中小企業　　１／２以内※
 小規模企業　２／３以内

補助率　２／３以内

補助対象
事業

時間単位の年休制度の導入など、職
場の環境改善に必要となる経費

 従業員の休日の確保や通勤時間の
短縮などに、複数の企業が共同で取
り組む経費

目 的

対 象

方法等

事業内容



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明
共 通

事 業 名 「海の京都」事業費
新規・

一部新規
継続の別

１，７１４，０５２千円 国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額

（うち２月補正 62,000千円） 221,156 1,001,000 34,762 457,134

１ 趣 旨

日本の顔となる「ブランド観光地域」の形成に向け、新たなステージへステ
ップアップを図り、「海の京都」の持続的展開を図るため、観光地経営の主体と
なるＤＭＯ等とともに、地域の総力を結集して観光地域づくりを推進する。

２ 事業内容

事 業 内 容 ○ ＤＭＯによる「海の京都」の持続的展開 97,528千円
・ＤＭＯが観光地域づくりの総合プロデューサーとして、戦略的な地域ブラ
ンド化、観光交流・観光消費額の拡大を図り、地域の稼ぐ力を創出

・「まちづくり支援法人」として位置付けたＤＭＯを中心に、観光を入り口と
した交流・中長期滞在、さらには移住・定住に向けた古民家や商店街の空
き店舗活用など、市町村の地域づくりを支援 等

○ ブランド観光地域の形成に向けた受入基盤の強化 1,578,508千円
（うち２月補正 62,000千円）

・京都舞鶴港において、国際コンテナ航路拡充、国際フェリー航路利用促進
等、ソフト・ハード一体となった事業を推進

・地域の伝統的建造物・古民家等の歴史的資源を活用する取組の支援
・地域体験コンテンツを磨き上げ、地域をまるごと滞在施設化 等

○ 「海の京都」ブランドのＰＲ 38,016千円
・丹後王国「食のみやこ」の１０次産業化等拠点づくりの推進
・丹後とり貝や岩がき等の「海の京都」の魅力を代表する水産物等の生産拡
大、地域ブランド創出の推進 等

①企画参事（北部担当） 075-414-5742
②企画参事（中部担当・府民協働担当） 075-414-4528
③企画参事（南部担当） 075-414-4485
④自然環境保全課 自然環境係 075-414-4378
⑤文化政策室 企画・生涯学習係 075-414-4217
⑥経済交流課 港湾経済係 075-414-4844

担当課・担当名
⑦観 光 室 観光企画係

課･担当電話番号
075-414-4854

⑧ 〃 地域観光振興係 075-414-4841
⑨ 〃 広域観光推進係 075-414-4879
⑩農村振興課 移住促進係 075-414-4906
⑪ 〃 里力再生係 〃
⑫経営支援・担い手育成課 地域営農推進係 075-414-4908
⑬水 産 課 漁政企画係 075-414-4992
⑭交通政策課 企画係 075-414-4359
⑮ 〃 調整係 075-414-4360
⑯港湾企画課 調整係 0773-75-0192

共通－２

目 的

対 象

方 法 等



事業名 概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「海の京都」ＤＭＯ推進事業費
空き家や移住・定住などの地域課題に対応する専門人材
の配置等により、ＤＭＯが地域づくりを支える「まちづ
くり支援法人」として活動

84,250 政策企画部 ①

「もうひとつの京都」観光周遊
カーシェアリング推進事業費
【ＤＭＯ共通】

京都府、海の京都ＤＭＯ、森の京都ＤＭＯ、お茶の京都
ＤＭＯ、タイムズモビリティ(株)及びＪＲ西日本が連携
し、観光周遊カーシェアリング事業を実施

2,800 政策企画部
①
②
③

「もうひとつの京都」観光ＰＲ
事業費【ＤＭＯ共通】

東京における観光情報発信拠点を活用し、「もうひとつ
の京都」の魅力を発信

10,478
商工労働
観光部

⑧

「もうひとつの京都」多言語情
報発信強化事業費【ＤＭＯ共
通】

「もうひとつの京都」多言語Ｗｅｂサイトにおいて、外
国人目線で府域の魅力や情報の発信を強化

13,161 政策企画部
①
②
③

「もうひとつの京都」ダイレク
トマーケティング事業費【ＤＭ
Ｏ共通】

旅行商品の予約システム等を通じて提供を受けたデータ
を活用した、効果的なダイレクトマーケティングを展開

2,178 政策企画部
①
②
③

新
スタジアムを核とした地域周遊
促進事業費【ＤＭＯ共通】

京都サンガＦ.Ｃ.のＪ１昇格に伴い、全国各地からのサ
ポーターを対象に、試合観戦と地域周遊をセットにした
ツアーを造成・販売し、府中北部地域への周遊を促進

12,000 12,000 政策企画部 ②

「移住するなら京都」推進事業
費【ＤＭＯ共通】

移住促進条例の全面改正を受けて、多様なニーズを有す
る移住検討者に対して、移住・定住に至るまでの各段階
に応じた支援策を提供し、移住施策と連携した地域活性
化を推進

234,000
政策企画部
農林水産部

①
⑩

「農・観」連携による地域観光
エリア創出事業費【ＤＭＯ共
通】

伝統的建造物を活用した宿泊施設の整備や野菜の収穫体
験など、農山漁村の実りや暮らしを体感できる地域資源
を磨き上げ、エリア全体を滞在施設化する取組を支援

21,700
政策企画部
農林水産部

⑪
①
②
③

山陰海岸世界ジオパーク誘客促
進事業費

兵庫県や鳥取県等と連携し、山陰海岸世界ジオパークの
貴重な地質資源や景観の保全と、観光・ジオツーリズム
等の地域振興の取組を展開

4,403 府民環境部 ④

新・世界遺産事業費
「天橋立」の世界遺産登録に向け、地元とも協働し、気
運を高めるためのシンポジウム等を開催

1,800
 文化

スポーツ部
⑤

京都舞鶴港日本海側拠点機能推
進費

京都舞鶴港において、国際コンテナ航路拡充、国際フェ
リー航路利用促進、外航クルーズ船誘致等、ソフト・
ハード一体となった事業を推進

1,123,542
商工労働
観光部

建設交通部

⑥
⑯

京都舞鶴港コンテナ物流機能確
保事業費

京都舞鶴港における既存航路の維持や新規航路の誘致を
推し進め、基幹航路（韓国航路）を核とした戦略的な物
流の展開を推進

12,000 12,000
商工労働
観光部

⑥

府域連携周遊事業費【ＤＭＯ共
通】

府内のイベント等と連携・連動した行灯の貸出や情報発
信等を実施することにより、府域への周遊観光を促す取
組を推進

25,700
商工労働
観光部

⑧

インバウンド対策事業費（欧米
豪インバウンド誘客促進強化事
業費）【ＤＭＯ共通】

欧米豪の観光客をターゲットとして、オンラインでの商
談会や、京都市内の宿泊施設へのセールス活動等を実施

17,500
商工労働
観光部

⑨

ミニＭＩＣＥ等誘致促進事業費
【ＤＭＯ共通】

府域の様々な地域で受入可能な小規模な国際会議等をミ
ニＭＩＣＥと位置付け、ミニＭＩＣＥをはじめとする多
様なＭＩＣＥの誘致を促進

4,000
商工労働
観光部

⑨

農村型小規模多機能自治推進事
業費【ＤＭＯ共通】

外部人材の活用を含めた地域の基盤づくりや、地域資源
を活用した「なりわい」づくりから企業と提携したビジ
ネスへの発展までを一体的に支援し、トータルマネジメ
ントを行う農山漁村コミュニティ(農村型ＣＭＯ)を形成

63,024 農林水産部
⑩
⑪

「もうひとつの京都」にぎわい
回復支援事業費【ＤＭＯ共通】

「海の京都」「森の京都」「お茶の京都」「竹の里・乙
訓」の各地域の乗合バス事業者等が共同して販売する周
遊パスの発行を支援

38,000 38,000 建設交通部
⑭
⑮

中丹スポーツ・トレイル推進事
業費【ＤＭＯ共通】

自転車、カヌー、トレッキングの各コースやサポートス
テーション等の情報を集約しＰＲするとともに、「eバイ
ク」を活用した体験型観光コンテンツを造成

3,000
中丹

広域振興局
①

丹後の周遊観光基盤強化事業費
観光での利用が増加している「eバイク」の安心・安全な
利用環境整備等による利用促進や山陰海岸ジオパーク・
丹後ちりめん回廊等におけるガイドの充実を推進

2,500
丹後

広域振興局
①

　２　ブランド観光地域の形成に向けた受入基盤の強化

1,578,508 62,000

「海 の 京 都」 事 業 一 覧
担
当
課

（単位：千円）

　１　ＤＭＯによる「海の京都」の持続的展開

97,528 0

共通－２－（１）



事業名 概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「海 の 京 都」 事 業 一 覧
担
当
課

（単位：千円）

メディア連携プロモーション
【ＤＭＯ共通】

情報発信力の強いメディアを活用し、府域情報の掲載依
頼や編集タイアップを行うことにより、京都の旬の魅力
を全国に発信

10,710
商工労働
観光部

⑦

「丹後王国」食と文化・観光の
拠点づくり事業費

農林漁業者と連携して食関連ビジネスの推進を行う「丹
後・食の王国推進強化員」を設置するとともに、農林漁
業者と商工業者の商談会等を実施

9,622 農林水産部 ⑫

京都産水産物生産・流通拡大事
業費

京都府水産物の生産拡大及び品質向上、高付加価値加工
商材の開発を支援するとともに、京都府産水産物利用店
の広域的ＰＲを実施

7,684 農林水産部 ⑬

中丹「食の魅力」発掘・発信事
業費【ＤＭＯ共通】

「京都中丹いちおし商品」「京都中丹認証ジビエ」な
ど、地域食材を活用した商品開発や販路拡大等支援や、
「食の京都ＴＡＢＬＥ」等の拠点施設での魅力発信・Ｐ
Ｒを実施

5,000
中丹

広域振興局
①

「食の京都」丹後いちおし食材
プロモーション事業費

丹後の「食」の魅力による観光客の取り込みや消費拡大
のため、料理人や農林漁業者等のネットワークを活用
し、いちおし食材の磨き上げなどに取り組む事業者等の
支援やオンライン活用等によるプロモーションを展開

5,000
丹後

広域振興局
①

38,016 0

　３　「海の京都」ブランドのＰＲ

総　　　　　　計 1,714,052 62,000

共通－２－（２）



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明
共 通

事 業 名 「森の京都」事業費
新規・

一部新規
継続の別

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １，３７５，４４４千円

（うち２月補正 656,000千円）
850,493 79,000 62,990 382,961

１ 趣 旨

交流産業の振興や林業の付加価値向上、移住・定住の場の確保等により持続
可能な生活圏を形成するため、ＤＭＯ等とともに、森や里山の豊かな自然環境、
森の恵みを活かした食や伝統文化、産業、暮らしなどの地域の魅力を活かした
地域振興を推進する。

２ 事業内容
事 業 内 容

○ ＤＭＯによる「森の京都」の持続的展開 66,358千円
・ＤＭＯが観光地域づくりの総合プロデューサーとして、戦略的な地域ブラ
ンド化、観光交流・観光消費額の拡大を図り、地域の稼ぐ力を創出
・「まちづくり支援法人」として位置付けたＤＭＯを中心に、観光を入り口と
した交流・中長期滞在、さらには移住・定住に向けた古民家や商店街の空
き店舗活用など、市町村の地域づくりを支援 等

○ 「森の京都」の魅力発信と受入基盤の強化 493,143千円
（うち２月補正 50,000千円）

・京都スタジアムを核とした、地域全体のにぎわいづくりの推進
・地域の伝統的建造物・古民家等の歴史的資源を活用する取組の支援
・地域体験コンテンツを磨き上げ、地域をまるごと滞在施設化 等

○ 林業振興と森林文化の継承 815,943千円
（うち２月補正 606,000千円）

・府内産材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築を目指し
た総合対策の実施

・森林所有者、ボランティア団体、企業等の協働による森づくりの推進 等

①企画参事（北部担当） 075-414-5742
②企画参事（中部担当・府民協働担当） 075-414-4528
③企画参事（南部担当） 075-414-4485
④スポーツ振興課 企画係 075-414-4256
⑤観 光 室 観光企画係 075-414-4854
⑥ 〃 地域観光振興係 075-414-4841

担当課・担当名
⑦ 〃 広域観光推進係

課･担当電話番号
075-414-4879

⑧農村振興課 移住促進係 075-414-4906
⑨ 〃 里力再生係 〃
⑩森の保全推進課 企画・計画係 075-414-5016
⑪ 〃 モデルフォレスト推進係 075-414-5005
⑫林業振興課 林業振興・府有林係 075-414-5006
⑬ 〃 木材産業係 075-414-5009
⑭ 〃 林業経営強化係 075-414-5018
⑮交通政策課 企画係 075-414-4359
⑯ 〃 調整係 075-414-4360

共通－３

目 的

対 象

方 法 等



概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

 １　ＤＭＯによる「森の京都」の持続的展開

「森の京都」ＤＭＯ推進事業費
空き家や移住・定住などの地域課題に対応する専門人材
の配置等により、ＤＭＯが地域づくりを支える「まちづ
くり支援法人」として活動

53,080 政策企画部 ②

「もうひとつの京都」観光周遊
カーシェアリング推進事業費
【ＤＭＯ共通】

京都府、海の京都ＤＭＯ、森の京都ＤＭＯ、お茶の京都
ＤＭＯ、タイムズモビリティ(株)及びＪＲ西日本が連携
し、観光周遊カーシェアリング事業を実施

2,800 政策企画部

①
②
③

「もうひとつの京都」観光ＰＲ
事業費【ＤＭＯ共通】

東京における観光情報発信拠点を活用し、「もうひとつ
の京都」の魅力を発信 10,478

商工労働
観光部

⑥

「もうひとつの京都」多言語情
報発信強化事業費【ＤＭＯ共
通】

「もうひとつの京都」多言語Ｗｅｂサイトにおいて、外
国人目線で府域の魅力や情報の発信を強化 13,161 政策企画部

①
②
③

「もうひとつの京都」ダイレク
トマーケティング事業費【ＤＭ
Ｏ共通】

旅行商品の予約システム等を通じて提供を受けたデータ
を活用した、効果的なダイレクトマーケティングを展開 2,178 政策企画部

①
②
③

「もうひとつの京都」見える化
促進事業費

「もうひとつの京都」をイメージしたラッピング電車の
運行等を通じて、「もうひとつの京都」の認知度を向上 1,500 政策企画部 ②

新
スタジアムを核とした地域周遊
促進事業費【ＤＭＯ共通】

京都サンガＦ.Ｃ.のＪ１昇格に伴い、全国各地からのサ
ポーターを対象に、試合観戦と地域周遊をセットにした
ツアーを造成・販売し、府中北部地域への周遊を促進

12,000 12,000 政策企画部 ②

「移住するなら京都」推進事業
費【ＤＭＯ共通】

移住促進条例の全面改正を受けて、多様なニーズを有す
る移住検討者に対して、移住・定住に至るまでの各段階
に応じた支援策を提供し、移住施策と連携した地域活性
化を推進

234,000
政策企画部
農林水産部

①
⑧

「農・観」連携による地域観光
エリア創出事業費【ＤＭＯ共
通】

伝統的建造物を活用した宿泊施設の整備や野菜の収穫体
験など、農山漁村の実りや暮らしを体感できる地域資源
を磨き上げ、エリア全体を滞在施設化する取組を支援

21,700
政策企画部
農林水産部

⑨
①
②
③

スタジアムわいわい絆づくり推
進事業費

スタジアムのにぎわいづくりのため、ＴＥＡＭ京都コン
ソーシアムやサンガＦＣホームタウンなどと連携し、府
内全体でホームゲームを盛り上げる取組を推進

5,000
文化

スポーツ部
④

地域活性化スポーツ国際大会等
誘致推進費

「京都丹波トライアスロン大会in南丹」の開催を通じて
スポーツ振興を図るとともに地域の魅力を発信 500

文化
スポーツ部

④

京のスポーツ・スタジアム夢づ
くり事業費

子どもたちがスポーツを通じて夢や希望を持てるよう、
府内のプロスポーツチームと連携したスポーツ体験教室
や、様々な競技のトップアスリートとの交流等を実施す
るとともに、スポーツの裾野拡大となる取組を展開

10,000
文化

スポーツ部
④

メディア連携プロモーション
【ＤＭＯ共通】

情報発信力の強いメディアを活用し、府域情報の掲載依
頼や編集タイアップを行うことにより、京都の旬の魅力
を全国に発信

10,710
商工労働
観光部

⑤

府域連携周遊事業費【ＤＭＯ共
通】

府内のイベント等と連携・連動した行灯の貸出や情報発
信等を実施することにより、府域への周遊観光を促す取
組を推進

25,700
商工労働
観光部

⑥

インバウンド対策事業費（欧米
豪インバウンド誘客促進強化事
業費）【ＤＭＯ共通】

欧米豪の観光客をターゲットとして、オンラインでの商
談会や、京都市内の宿泊施設へのセールス活動等を実施 17,500

商工労働
観光部

⑦

ミニＭＩＣＥ等誘致促進事業費
【ＤＭＯ共通】

府域の様々な地域で受入可能な小規模な国際会議等をミ
ニＭＩＣＥと位置付け、ミニＭＩＣＥをはじめとする多
様なＭＩＣＥの誘致を促進

4,000
商工労働
観光部

⑦

農村型小規模多機能自治推進事
業費【ＤＭＯ共通】

外部人材の活用を含めた地域の基盤づくりや、地域資源
を活用した「なりわい」づくりから企業と提携したビジ
ネスへの発展までを一体的に支援し、トータルマネジメ
ントを行う農山漁村コミュニティ(農村型ＣＭＯ)を形成

63,024 農林水産部
⑧
⑨

林業「森世紀」創造戦略事業費
（豊かな森林継承事業費）

木材利用を促進するセミナーや林業技術のＰＲを行うと
ともに、森林学習の交流会や木育イベントの実施によ
り、森林に親しむ若者を育成

5,000 農林水産部 ⑪

 ２  「森の京都」の魅力発信と受入基盤の強化

「森 の 京 都」 事 業 一 覧

担
当
課

（単位：千円）

小　　　　計 66,358 0

共通－３－（１）



概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「森 の 京 都」 事 業 一 覧

担
当
課

（単位：千円）

「もうひとつの京都」にぎわい
回復支援事業費【ＤＭＯ共通】

「海の京都」「森の京都」「お茶の京都」「竹の里・乙
訓」の各地域の乗合バス事業者等が共同して販売する周
遊パスの発行を支援

38,000 38,000 建設交通部
⑮
⑯

京都丹波ブランド強化・発信事
業費

京都丹波のイベントや店舗情報、地域資源等の魅力をＷ
ＥＢで発信するとともに、京都丹波の魅力を体感できる
イベントブースの出展等を実施

3,520
南丹

広域振興局
②

京都丹波ファン獲得事業費
アクティビティ、地域の食、自然、歴史文化など、京都
丹波をまるごと体感することで、心身の健康を増進させ
るウェルネス観光ツアーを実施

2,775
南丹

広域振興局
②

京都丹波サイクルツーリズム推
進事業費

京都丹波サイクルルートを地域内外に周知するため、サ
イクルスタンプラリーを開催 1,750

南丹
広域振興局

②

大丹波農林業連携事業費
京都府・兵庫県からなる大丹波地域の農産物や物産品の
知名度向上、食の魅力発信等の広域的な取組を展開 250

南丹
広域振興局

②

京都丹波そばの里魅力発信事業
費

「そば」の観光コンテンツ化に向け、スマート農業技術
の活用推進や二毛作に係る実証実験、そばの新メニュー
募集、新商品やＰＲイベント情報等の発信を実施

2,600
南丹

広域振興局
②

広域観光推進事業費
ＳＮＳ等の活用により京都丹波の魅力を発信するととも
に、京都丹波観光協議会や大丹波観光推進委員会と連携
し、周遊・滞在型観光を促進

1,275
南丹

広域振興局
②

京都丹波移住・定住促進事業費
既移住者の暮らしや移住のノウハウ等を伝えるオンライ
ンを活用したセミナーやツアー等の開催、「京都丹波移
住応援隊企業」の魅力や採用情報の発信等を実施

4,000
南丹

広域振興局
②

「丹波くり」振興未来創造事業
費

｢丹波くりマイスター｣養成講座や、「丹波くり」長期振
興ビジョン作成に向けた実態調査及び園地情報のＧＩＳ
化、担い手発掘に向けた啓発パンフレットの作成を実施

5,000
南丹・中丹
広域振興局

②

中丹「食の魅力」発掘・発信事
業費【ＤＭＯ共通】

「京都中丹いちおし商品」「京都中丹認証ジビエ」な
ど、地域食材を活用した商品開発や販路拡大等支援や、
「食の京都ＴＡＢＬＥ」等の拠点施設での魅力発信・Ｐ
Ｒを実施

5,000
中丹

広域振興局
②

中丹スポーツ・トレイル推進事
業費【ＤＭＯ共通】

自転車、カヌー、トレッキングの各コースやサポートス
テーション等の情報を集約しＰＲするとともに、「eバイ
ク」を活用した体験型観光コンテンツを造成

3,000
中丹

広域振興局
②

林業「森世紀」創造戦略事業費
府内産材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体
制の構築を目指した川下～川上の総合対策を実施 484,890 456,000 農林水産部 ⑭

⑩
⑫
⑬

京都モデルフォレスト推進事業
費

森林所有者、ボランティア団体、企業等が連携した府民
参画及び府民協働による森づくりを推進 4,800 農林水産部 ⑪

丹波広域基幹林道の機能を活か
した生産体制強化事業費

丹波広域基幹林道を活かした路網の集中整備と森林整備
を促進し、木材資源の供給体制を強化 326,253 150,000 農林水産部 ⑫

815,943 606,000小　　　　計

総　　　　　計 1,375,444 656,000

　３  林業振興と森林文化の継承

小　　　　計 493,143 50,000

共通－３－（２）



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明
共 通

事 業 名 「お茶の京都」事業費
新規・

継続
継続の別

国 庫 起 債 その他 一般財源

予 算 額 ５８７，８０９千円

（うち２月補正 38,000千円）
205,725 15,000 18,000 349,084

１ 趣 旨

美しい茶畑景観やお茶の文化を維持・継承するとともに、その魅力をさ

らに高めて国内外に発信することにより、山城地域に大交流圏を形成する

ため、ＤＭＯ等とともに、地域の魅力を活かした持続可能な地域振興や産

業振興を推進する。

２ 事業内容
事 業 内 容

○ ＤＭＯによる「お茶の京都」の持続的展開 78,529千円
・ＤＭＯが観光地域づくりの総合プロデューサーとして、戦略的な地域ブラ

ンド化、観光交流・観光消費額の拡大を図り、地域の稼ぐ力を創出

・「まちづくり支援法人」として位置付けたＤＭＯを中心に、観光を入り口と

した交流・中長期滞在、さらには移住・定住に向けた古民家や商店街の空

き店舗活用など、市町村の地域づくりを支援 等

○ 宇治茶の文化の価値・魅力の発信、受入基盤の強化 456,444千円
（うち２月補正 38,000千円）

・宇治茶の世界文化遺産登録推進のための景観資産価値の向上

・地域の伝統的建造物・古民家等の歴史的資源を活用する取組の支援

・地域体験コンテンツを磨き上げ、地域をまるごと滞在施設化 等

○ 「お茶の京都」を支えるお茶産業の新展開 52,836千円
・宇治茶の新たな需要創出のため、瓶入り宇治茶「京都宇治玉露 玉兎」の

プロモーション及び機能性のＰＲ

・高品質な宇治茶を生産し、農家所得の向上と産地の活性化を図るため、施

設・機械の導入を支援 等

①企画参事（北部担当） 075-414-5742

②企画参事（中部担当・府民協働担当） 075-414-4528

③企画参事（南部担当） 075-414-4485

④観 光 室 観光企画係 075-414-4854

担当課・担当名 ⑤ 〃 地域観光振興係 課･担当電話番号 075-414-4841

⑥ 〃 広域観光推進係 075-414-4879

⑦農村振興課 移住促進係 075-414-4906

⑧ 〃 里力再生係 〃

⑨農 産 課 宇治茶・特産振興係 075-414-4944

⑩交通政策課 企画係 075-414-4359

⑪ 〃 調整係 075-414-4360

共通－４

目 的

対 象

方 法 等



概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「お茶の京都」ＤＭＯ推進事業
費

空き家や移住・定住などの地域課題に対応する専門人材
の配置等により、ＤＭＯが地域づくりを支える「まちづ
くり支援法人」として活動

65,251 政策企画部 ③

「もうひとつの京都」観光周遊
カーシェアリング推進事業費
【ＤＭＯ共通】

京都府、海の京都ＤＭＯ、森の京都ＤＭＯ、お茶の京都
ＤＭＯ、タイムズモビリティ(株)及びＪＲ西日本が連携
し、観光周遊カーシェアリング事業を実施

2,800 政策企画部

①
②
③

「もうひとつの京都」観光ＰＲ
事業費【ＤＭＯ共通】

東京における観光情報発信拠点を活用し、「もうひとつ
の京都」の魅力を発信 10,478

商工労働
観光部

⑤

「もうひとつの京都」多言語情
報発信強化事業費【ＤＭＯ共
通】

「もうひとつの京都」多言語Ｗｅｂサイトにおいて、外
国人目線で府域の魅力や情報の発信を強化 13,161 政策企画部

①
②
③

「もうひとつの京都」ダイレク
トマーケティング事業費【ＤＭ
Ｏ共通】

旅行商品の予約システム等を通じて提供を受けたデータ
を活用した、効果的なダイレクトマーケティングを展開 2,178 政策企画部

①
②
③

「移住するなら京都」推進事業
費【ＤＭＯ共通】

移住促進条例の全面改正を受けて、多様なニーズを有す
る移住検討者に対して、移住・定住に至るまでの各段階
に応じた支援策を提供し、移住施策と連携した地域活性
化を推進

234,000
政策企画部
農林水産部

①
⑦

「農・観」連携による地域観光
エリア創出事業費【ＤＭＯ共
通】

伝統的建造物を活用した宿泊施設の整備や野菜の収穫体
験など、農山漁村の実りや暮らしを体感できる地域資源
を磨き上げ、エリア全体を滞在施設化する取組を支援

21,700
政策企画部
農林水産部

⑧
①
②
③

メディア連携プロモーション
【ＤＭＯ共通】

情報発信力の強いメディアを活用し、府域情報の掲載依
頼や編集タイアップを行うことにより、京都の旬の魅力
を全国に発信

10,710
商工労働
観光部

④

府域連携周遊事業費【ＤＭＯ共
通】

府内のイベント等と連携・連動した行灯の貸出や情報発
信等を実施することにより、府域への周遊観光を促す取
組を推進

25,700
商工労働
観光部

⑤

インバウンド対策事業費（欧米
豪インバウンド誘客促進事業
費）【ＤＭＯ共通】

欧米豪の観光客をターゲットとして、オンラインでの商
談会や、京都市内の宿泊施設へのセールス活動等を実施 17,500

商工労働
観光部

⑥

ミニＭＩＣＥ等誘致促進事業費
【ＤＭＯ共通】

府域の様々な地域で受入可能な小規模な国際会議等をミ
ニＭＩＣＥと位置付け、ミニＭＩＣＥをはじめとする多
様なＭＩＣＥの誘致を促進

4,000
商工労働
観光部

⑥

農村型小規模多機能自治推進事
業費【ＤＭＯ共通】

外部人材の活用を含めた地域の基盤づくりや、地域資源
を活用した「なりわい」づくりから企業と提携したビジ
ネスへの発展までを一体的に支援し、トータルマネジメ
ントを行う農山漁村コミュニティ(農村型ＣＭＯ)を形成

71,195 農林水産部
⑦
⑧

宇治茶世界文化遺産登録推進戦
略事業費

宇治茶の世界文化遺産登録に向けて、宇治茶の文化的景
観の資産価値向上及び府民運動の拡大を推進 6,800 農林水産部 ⑨

「もうひとつの京都」にぎわい
回復支援事業費【ＤＭＯ共通】

「海の京都」「森の京都」「お茶の京都」「竹の里・乙
訓」の各地域の乗合バス事業者等が共同して販売する周
遊パスの発行を支援

38,000 38,000 建設交通部
⑩
⑪

宇治茶の郷づくり推進事業費
お茶ファンの拡大に向け、「宇治茶ムリエ講座」や
「キッズ茶ムリエ検定」の開催、「キッズ・ジュニア茶
ムリエマスター認定事業」の実施

3,000
山城

広域振興局
③

宇治茶・山城ごちそうフェスタ
事業費

山城地域の郷土食及び特産品の魅力発信のため、「食」
をテーマとしたイベントを開催 2,550

山城
広域振興局

③

「食の京都」いちおし食材地域
展開事業費

地元産食材を使用している飲食店のＰＲやマルシェ等の
実施 5,950

山城
広域振興局

③

 ２　宇治茶の文化の価値・魅力の発信、受入基盤の強化

456,444 38,000

「お 茶 の 京 都」  事 業 一 覧
担
当
課

（単位：千円）

 １　ＤＭＯによる「お茶の京都」の持続的展開

78,529 0

共通－４－（１）



概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「お 茶 の 京 都」  事 業 一 覧
担
当
課

（単位：千円）

農林水産業基盤整備事業費
高品質な宇治茶を生産し、農家所得の向上と産地の活性
化を図るため、施設・機械の導入を支援 30,086 農林水産部 ⑨

宇治茶産地体制強化事業費
宇治茶産地の維持を図るため、収益性の高い産地づくり
の取組を支援 20,000 農林水産部 ⑨

宇治茶ブランド普及拡大事業費
宇治茶の新たな需要創出のため、瓶入り宇治茶「京都宇
治玉露 玉兎」のプロモーション及び機能性のＰＲ等を実
施

2,750 農林水産部 ⑨

52,836 0

 ３　「お茶の京都」を支えるお茶産業の新展開

総　　　　　　計 587,809 38,000

共通－４－（２）



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部
商工労働観光部
農 林 水 産 部

事 業 名 「移住するなら京都」推進事業費
新規・

一部新規
継続の別

国 庫 起 債 その他 一般財源

予 算 額 ２７９，９３１千円

99,855 － － 180,076

１ 趣 旨

移住促進条例の全面改正（令和４年４月施行）を受けて、多様なニ
ーズを有する移住検討者に対して、移住・定住に至るまでの各段階に
応じた支援策を提供し、移住施策と連携した地域活性化を推進する。

２ 事業内容

事 業 内 容 ○移住促進特別区域の充実 136,000千円

移住促進特別区域の充実とともに､地区内の登録空家に居住するため
の改修支援等により､様々なニーズに対応した移住者受入を促進

○周知度アップによる移住検討者数増加 63,000千円

京都府の各地域に興味を持つきっかけとなる情報の積極的発信等に

より、府内外の移住検討者に対する京都府の周知度アップを実現

○移住定住へのフォローアップ 19,100千円

各地域における受入体制の強化とともに､市町村との連携による地域
の課題や特性に応じたフォローアップ等により、移住者の地域への定
住を支援

○移住者の｢職｣への支援＋関係人口の取込 61,831千円

農山漁村地域での起業支援、ＵＩＪターンコーナー・ナビの設置等
による移住者のニーズに応じた仕事づくりの支援とともに、関係人口
の都市・農村間の交流を促進

担当課・担当名 ①企画参事（北部担当） 課･担当電話番号 075-414-5742

②企画参事（中部担当・府民協働担当） 075-414-4528

③企画参事（南部担当） 075-414-4485

④雇用推進室 雇用推進係 075-682-8912

⑤農村振興課 移住促進係 075-414-4906

共通－５

目 的

対 象

方 法 等



事業名 概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

移住促進住宅整備事業

①移住促進特別区域において、移住者が京都府の空家バンクに
登録されている空家を取得又は賃借等し、自ら居住する目的で
行う生活をするために必要な改修を支援
②移住促進特別区域において、市町村等が空家を取得又は賃借
等した上で、お試し住宅等とするために行う改修を支援

126,000
政策企画部
農林水産部

①
⑤

空家流動化促進事業
　空家所有者が、京都府の空家バンクに登録されている空家を
移住者に売却又は賃貸等するために必要な家財の撤去等を支援 7,000

政策企画部
農林水産部

①
⑤

企業連携移住促進事業
　地域協議会等と連携する企業、団体等の、移住者の確保を目
的とした住まい（宿舎、賃貸住宅等）の設置を支援 3,000 農林水産部 ⑤

京都府移住情報サイト再構
築・運営事業

　京都府の移住関連情報を一元的に管理するポータルサイトを
構築し、移住促進特別区域の地域情報や住まい、仕事に関する
支援施策等や移住後に地域で実現できる生活について積極的に
発信

7,000 政策企画部 ①

移住情報発信拠点の設置・運
営

　相談体制や機能を抜本的に見直して複合的な課題にも対応し
たワンストップ体制を構築し、東京・大阪に移住情報発信の機
能も有するサテライト拠点を運営するとともに、移住のための
条件整理や府内市町村とのマッチングを実施

41,000
政策企画部
農林水産部

①
⑤

移住フェア・体験プログラム
の実施

　首都圏や大阪において、先輩移住者によるセミナーや府内市
町村による相談ブースを開設する等の移住検討者向けイベント
を開催

5,000 農林水産部 ⑤

新 京都府フェスティバルの開催

　｢2025年大阪・関西万博｣をターゲットとして、JR大阪駅で｢観
光×移住×ビジネスマッチング｣のイベントを開催
　また、SNSや交通事業者のサイネージ等を活用して都市部のサ
ラリーマンへの積極的なアプローチを展開

10,000 政策企画部 ①

地域受入体制整備促進事業
　移住者受入れのために活動する地域団体に対し、受入地域の
情報発信や空家の実態調査等の活動支援を実施 2,000 農林水産部 ⑤

移住セミナー・現地ツアー等
事業【再掲】

　各振興局管内の市町村と連携し、都市部における移住セミ
ナーや移住検討者の希望に合わせた現地ツアーの実施等によ
り、地域住民等と交流する機会を創出し、地域の特性や課題に
応じた情報発信等、移住・定住の促進等に向けた取組を推進

17,100
山城、南丹、
中丹、丹後
広域振興局

①
②
③

19,100 0

　３　移住定住へのフォローアップ

　２　周知度アップによる移住検討者数増加

63,000 0

「移住するなら京都」推進事業一覧

担
当
課

（単位：千円）

　１　移住促進特別区域の充実

136,000 0

共通－５－（１）



事業名 概　　　　　　　　要 予算額
うち

２月補正
部局名

「移住するなら京都」推進事業一覧

担
当
課

（単位：千円）

移住者起業支援事業
　農山漁村地域における移住者の起業に係る初期整備（既存の
住宅・施設を活用した店舗・事務所等の開設、増築等、設備機
器類の整備等）を支援

30,000 農林水産部 ⑤

京のふるさと暮らし体験推進
事業

　都市・農村交流に意欲ある農林漁業者等を対象に、滞在型農
山漁村体験の受入に必要な施設整備等を支援 3,000 農林水産部 ⑤

還流人材獲得プロジェクト事
業【再掲】

　京都ジョブパークにＵＩＪターンコーナーを設置するととも
に、ふるさと回帰支援センターに首都圏在住者向けＵＩＪター
ン就職支援窓口を設置して首都圏在住者への府内企業情報発信
やマッチング支援を実施し、京都府内へのＵＩＪターン就職を
推進

28,831
商工労働
観光部

④

61,831 0

総　　　　　　計 279,931 0

　４　移住者の｢職｣への支援＋関係人口の取込

共通－５－（２）



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名

「農・観」連携による地域観光エリ
継続の別

継 続
ア創出事業費

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ２１，７００千円

10,850 － － 10,850

１ 趣 旨
伝統的建造物を活用した宿泊施設の整備や野菜の収穫体験の実施

等農山漁村の実りや暮らしを体験できる地域資源を磨き上げ、エリ
ア全体を滞在施設化する取組を支援

事業内容 ２ 事業概要
（１）伝統的建造物活用宿泊施設等整備推進事業費 ２，７００千円 ①

目 的 地域、市町村、ＤＭＯ、金融機関等で組織する推進体制を構築
対 象 ・宿泊施設として活用できる物件及び事業者の掘り起こし
方法等 ・専門家を招聘し、事業の実現可能性とビジネス化の適否を判断

・物件と事業者の具体的なマッチング

＜府・ＤＭＯの役割＞
・専門家を交えた推進体制の構築
・宿泊施設を中心とした体験プログラムの商品化、ツアー造成

＜市町村の役割＞
・対象地域や物件の情報収集・提供
・宿泊施設開設に向けた地元調整

（２）「農・観」連携地域コミュニティ応援事業費 １９，０００千円 ②

①地域ブランディング推進事業
農山漁村地域のブランディングを担う人材の活動に要する経費

を支援
補助率等：定額（補助対象事業費：上限 1,000千円/地区 等）

②地域内集落景観整備事業

ＡＲマーカー看板設置、休憩・案内施設等の集落内環境・景観
整備等に要する経費を支援
補助率等：1/2（補助対象事業費：上限 10,000千円/地区）

①企 画 参 事 （ 北 部 担 当 ） 075-414-5742

担当課・係名
企 画 参 事 （中部担当・府民協働担当） 課･担当電話番号 075-414-4528
企 画 参 事 （ 南 部 担 当 ） 075-414-4485

②農村振興課 里 力 再 生 係 075-414-4906

共通－６



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部

商工労働観光部

新規・
事 業 名 「もうひとつの京都」ブランド化推進事業費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ３０，３４９千円

5,000 － － 25,349

１ 趣 旨

「もうひとつの京都」の魅力を国内外へ発信するとともに、国内外からの

旅行者や地域住民が「もうひとつの京都」を体感できる環境整備を進める。

２ 事業内容

事 業 内 容 ○多言語情報発信の強化 13,161千円 ①

新型コロナウイルス感染症収束後のインバウンド回復を見据え、「もうひ

とつの京都」多言語Ｗｅｂサイトにより、外国人目線で府域の魅力や情報

を発信

○メディア連携プロモーション 10,710千円 ②

情報発信力の強いメディアを活用し、府域情報の掲載依頼や編集タイア

ップを行うことにより、京都の旬の魅力を全国に発信

○３ＤＭＯ共通のダイレクトマーケティング 2,178千円 ①

旅行商品の予約システム等を通じて提供を受けたデータを活用した、効

果的なダイレクトマーケティングを展開

○観光周遊カーシェアリングの推進 2,800千円 ①

京都府、海の京都ＤＭＯ、森の京都ＤＭＯ、お茶の京都ＤＭＯ、タイム

ズモビリティ(株)及びＪＲ西日本が連携し、観光周遊カーシェアリング事

業を実施

○「もうひとつの京都」見える化促進 1,500千円 ①

「もうひとつの京都」をイメージしたラッピング電車の運行等を通じて、

「もうひとつの京都」の認知度を向上

①企 画 参 事（ 北 部 担 当 ） 075-414-5742

担 当 課 ・ 担 当 名 企 画 参 事（中部担当・府民協働担当） 課・担当電話番号 075-414-4528

企 画 参 事（ 南 部 担 当 ） 075-414-4485

②観 光 室 観 光 企 画 係 075-414-4854

共通－７

目 的

対 象

方 法 等



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部

建 設 交 通 部

新規・

事 業 名 「もうひとつの京都」周遊促進事業費 継続の別 一部新規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ５０，０００千円

（うち２月補正 50,000千円） 50,000 － － -

１ 趣 旨

ＤＭＯによる周遊ツアーの造成や、府内公共交通の利用促進により、「もうひ

とつの京都」エリアへの周遊促進を図る。

２ 事業内容

事 業 内 容

（１）スタジアムを核とした地域周遊促進事業費 12,000千円 ①

京都サンガＦ.Ｃ.のＪ１昇格に伴い、全国各地から京都スタジアムに訪れ

るサポーターを対象に、試合観戦と地域周遊をセットにしたツアーを造成

・販売し、府中北部地域への周遊を促進

（２）「もうひとつの京都」にぎわい回復支援事業費 38,000千円 ②

「海の京都」「森の京都」「お茶の京都」「竹の里・乙訓」の各地域の乗合

バス事業者等が共同して販売する周遊パスの発行を支援

①企 画 参 事（中部担当・府民協働担当） 075-414-4528

担 当 課 ・ 担 当 名 ②交通政策課 企画係 課・担当電話番号 075-414-4359

〃 調整係 075-414-4360

共通－８

目 的

対 象

方 法 等



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部
商工労働観光部

新規・
事 業 名 地域交響プロジェクト推進費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ３１５，１６３千円

16,000 － 1,500 297,663

１ 趣旨・目的

地域の課題に府・市町村等と連携・協働して対応できる地域団体を育成
する仕組みを構築し、安心・安全な暮らしを支える地域づくりを推進する。

事業内容 ２ 事業内容

目 的 項 目 内 容
対 象
方法等 地域交響プロ ①重点課題対応プログラム

ジェクト交付金 特に地域の支えを必要とする重要課題（子育て、介護、
(250,000千円) ひきこもり、多文化共生等）の解決を支援

※令和４年度から重点課題に「移住促進」分野を追加

②基盤強化プログラム
①で支援する分野以外の活動について、伴走支援・基盤

強化事業とあわせて、団体の立ち上げ、自立運営を支援

③地域協働推進プログラム
地域の総合的な問題解決に取り組む自治会・ＮＰＯ等の

連合体の形成を支援
※令和４年度から移住条例に則した移住促進特化型メニ
ューを新設

④被災地支援プログラム
災害時の被災地支援活動を支援

伴走支援・ （１）地域活動団体支援
基盤強化事業 専門家等による支援や財源・人材確保等に関するセミナ
(65,163千円) ーによる組織基盤強化につながる支援を実施

（２）地域協働推進
地域コミュニティが地域で抱える課題を掘り起こし、

その解決方法や地域が目指すべき方向性を共有するため、
地域に関わる多様な主体が対話する場の設置等を支援

（３）社会的課題解決起業支援
地域課題の解決を目的に、新たに社会的事業を府内で起

業する者に対して、起業等に要する一部の経費を補助

企 画 参 事 (中部担当・府民協働担当) 075-414-4452
担当課・担当名 中小企業総合支援課 金融・経営支援係 課・担当 電話番号 075-366-4357

共通－９



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明

政 策 企 画 部

新規・
事 業 名 アート＆テクノロジー・ヴィレッジ整備事業費

継続の別
新 規

４００，０００千円 国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額

（うち２月補正 400,000千円） 200,000 200,000 － －

１ 趣 旨

京都府の文化・芸術の力を生かし、アートとテクノロジーを融合させた新たな

産業を創造し、起業を促すとともに、次世代を担う起業家や企業の中核を担う人

材育成を行う、オープンイノベーション拠点を整備する。

事 業 内 容

２ 事業内容

大山崎町において、交流棟、屋内制作スペース、アート＆テクノロジー実証

スペース、基盤整備工事等を実施

３ 今後のスケジュール（予定）

令和４年度 実施設計、建築・基盤整備工事

令和５年度 アート＆テクノロジー・ヴィレッジ開設

担 当 課 ・ 担 当 名 企 画 参 事 （ 南 部 担 当 ） 課・担当電話番号 075-414-4485

政策企画－１０

目 的

対 象

方 法 等



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む）説明
政 策 企 画 部

事 業 名 地域振興計画推進費
新規・

継 続
継続の別

国 庫 起 債 その他 一般財源

予 算 額 １３０，０００千円

28,325 － 10,000 91,675

１ 概 要
地域振興計画に基づき、総合的な視点による地域づくりを進めるため、地域

の特性や課題に応じた事業を戦略的に展開する。

２ 事業内容
○「子育て環境日本一」の実現に向け、ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクトの発信

など、子育てにあたたかい気運醸成の取組を地域全体で連携して進める。

事 業 内 容 ○移住促進条例の全面改正を受け、各地域における受入体制を強化するとともに、

市町村との連携による地域の課題や特性に応じたフォローアップ等により、

目 的 移住者の地域への定住を支援する。
対 象 ○地域の「いちおし食材」を活用した新メニュー開発や「食の京都ＴＡＢＬＥ」

方 法 等 での魅力発信・ＰＲイベントなどにより、地域の魅力を向上し、「食の京都」

の更なる推進を図る。

○その他、地域振興計画を推進し、地域独自の課題に戦略的に対応する。

（単位：千円）

局 主 な 事 項 予算額

【 子 育 て 】 ○子育て環境日本一の山城地域づくり推進事業

山
【 移 住 促 進 】 ○やましろ移住等加速化事業

37,700
【 食 の 京 都 】 ○宇治茶・山城ごちそうフェスタ事業

城
【地域独自課題】 ○「竹の里・乙訓」かぐや姫観光推進事業

○相楽東部未来づくり推進事業 等

【 子 育 て 】 ○京都丹波子育て文化創造事業

南 【 移 住 促 進 】 ○京都丹波移住・定住促進事業 29,200
【 食 の 京 都 】 ○京都丹波そばの里魅力発信事業

丹
【地域独自課題】 ○京都丹波サイクルツーリズム推進事業

○「ぬくもり京都丹波」製品プロジェクト事業 等

【 子 育 て 】 ○「中丹子育て未来づくり100人会議」事業

中 【 移 住 促 進 】 ○「京都中丹暮らし」魅力発信事業 34,800
【 食 の 京 都 】 ○中丹「食の魅力」発掘・発信事業

丹
【地域独自課題】 ○若者地域定着促進事業

○儲かる農林水産業推進事業 等

【 子 育 て 】 ○子育て環境日本一丹後共同宣言推進事業

丹 【 移 住 促 進 】 ○明日の丹後を支える絆づくり事業 28,300
【 食 の 京 都 】 ○「食の京都」丹後いちおし食材プロモーション事業

後 【地域独自課題】 ○明日の丹後フルーツ産地強化事業

○丹後の美しい海づくり事業 等

企画参事（北部担当） 075-414-5742

担当課・担当名 企画参事（中部担当・府民協働担当） 課･担当電話番号 075-414-4528

企画参事（南部担当） 075-414-4485

政策企画－１１



令和４年度 当初予算案主要事項（令和３年度２月補正含む ）説明

政 策 企 画 部

新規・
事 業 名 きょうと地域創生活動推進事業費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １０，０００千円

－ － － 10,000

１ 趣旨・目的

「きょうと地域創生府民会議」が実施する「府民交流フェスタ」の開催支援

等により、府民一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実現できる京都府を目

指し、府民全体で地域創生に取り組む機運を醸成する。

事業内容 ２ 事業内容

目 的 項 目 内 容
対 象

方法等 府民交流フェス きょうと地域創生府民会議が実施する「府民交流フェ

タ等開催支援 スタ」の開催支援等により、地域創生のさらなる推進

を図る。

地域創生関連イ 府民会議参画団体が実施するセミナー等に対する助成
ベントへの支援

「きょうと地域創生府民会議」（会長：京都府知事）

（目 的）

府民一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実現できる京都府を目指して京都

の新しい魅力や価値のある文化を創造する活動及び広く府民参加で行われる

活動を推進

（参画団体）

約４６０団体

学校関係、社会教育関係、体育関係、社会福祉関係、労働関係、

環境・保健衛生関係、商工業関係、農林水産関係、文化芸術関係、

交通関係、行政関係、報道関係、歩く団体、各市町村関係団体、

ライオンズクラブ、ロータリークラブ 、ＮＰＯ法人 等

担当課・担当名 企画参事（中部担当・府民協働担当） 課・担当 電話番号 075-414-4865

政策企画－１２



令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

政 策 企 画 部

新規・

事 業 名 京都夢実現プラン・地域創生戦略推進費 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １２，７１６千円

－ － － 12,716

１ 趣 旨

「京都府総合計画（京都夢実現プラン）」で掲げた「将来構想」、概ね４

年間で取り組む「基本計画」及び「地域振興計画」並びに「京都府地域創

生戦略」の総合的な推進を図る。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 （１）計画等の進捗管理・評価等 6,716千円

対 象 進捗管理・評価を行う有識者会議の開催 等

方 法 等

（２）重要課題等の分析・検討 6,000千円

府民・団体からの意見聴取や関連データの分析等を行うなどにより、

今後の政策立案と総合計画等の円滑な推進に資する。

担当課・担当名 総合政策課 政策調整係 課･担当電話番号 075-414-4348

計画推進係 075-414-4347

政策企画－１３



令和４年度 当初予算案主要事項(令和３年度２月補正含む)説明

政 策 企 画 部

新規・

事 業 名 関西広域連合分担金 継続の別 継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １５２，５３４千円

－ － － 152,534

１ 概 要

２府６県４政令市（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌

山県、鳥取県、徳島県、京都市、大阪市、堺市、神戸市）を構成団体と

する「関西広域連合」の運営に係る分担金

２ 広域連合の事業内容

事 業 内 容 防災、観光・文化・スポーツ振興、産業振興、医療、環境保全、資格

試験・免許等、職員研修の７分野の事業及び広域行政の推進に係る基本的

目 的 な政策の企画調整

対 象

方 法 等

３ 分担金の主な内訳

・事業実施に要する経費

・本部事務局事務費、議会経費、行政委員会経費

・本部事務局職員に要する経費

担当課・担当名 総合政策課 広域行政係 課･担当電話番号 075-414-4352

政策企画－１４


